
●
酒
田
地
区
で
11
月
24
日
に
JR
不
採
用
問

題
の
報
告
集
会
を
開
催
し
た
。
春
闘
共
闘

組
織
を
結
成
、
学
習
会
の
開
催
や
統
一
要

求
で
関
係
ヶ
所
へ
要
請
行
動
を
展
開
し
た
。

除
雪
列
車
の
運
用
に
つ
い
て
、
安
全
よ

り
も
列
車
運
行
を
優
先
さ
せ
て
い
る
。
現

場
か
ら
除
雪
を
指
令
に
要
請
し
た
が
列
車

運
行
を
優
先
さ
せ
た
た
め
列
車
が
雪
を
抱

き
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

○
JR
不
採
用
問
題
に
つ
い
て
函
館
闘
争
団

と
地
元
の
労
働
組
合
へ
御
礼
に
回
っ
た
。

今
冬
に
つ
い
て
、
除
雪
よ
り
も
列
車
を
無

理
や
り
出
し
て
、
止
ま
っ
た
。
そ
れ
か
ら

MR
が
出
動
し
た
。
昨
年
と
同
様
だ
っ
た
。

冬
季
団
交
を
早
目
に
行
っ
て
欲
し
い
。

新
人
事
賃
金
制
度
に
つ
い
て
時
間
が
無

い
が
中
味
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
も
っ
と

議
論
を
深
め
４
月
１
日
実
施
に
こ
だ
わ
ら

ず
取
り
組
ん
で
欲
し
い
。
４
月
１
日
実
施

に
つ
い
て
は
反
対
だ
。

●
今
冬
の
問
題
〜
投
排
雪
列
車
の
運
用
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
今
後
の
課
題
と
し
て
多
く

あ
る
。
飯
山
線
の
問
題
に
つ
い
て
〜
踏
み

切
り
故
障
で
の
対
応
が
、
新
潟
支
社
と
長

野
支
社
と
で
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
違
っ
て
い

る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
統
一
が
必
要
だ
。
JR

東
日
本
だ
け
で
も
統
一
さ
せ
て
い
く
。
指

令
員
や
運
転
士
が
若
い
世
代
に
な
っ
て
い

る
。

○
設
備
メ
ン
テ
の
技
術
継
承
に
つ
い
て
〜

現
場
で
の
配
属
年
齢
が
徹
底
さ
れ
て
い
な

い
。
施
設
が
、
す
べ
て
外
注
化
に
な
っ
て

労
働
条
件
が
悪
く
な
っ
て
い
る
。
超
勤
が

多
く
発
生
し
て
い
る
。
労
働
強
化
か
ら
エ

ル
ダ
ー
社
員
の
希
望
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
。
出
向
先
で
の
賃
金
・
地
域
で
の
格
差

が
あ
る
。
支
社
ま
た
ぎ
の
交
渉
は
ど
こ
で

や
る
の
か
。

エ
リ
ア
本
部
、
矢
部
執
行
委
員
か
ら
の

あ
い
さ
つ
は
〜

○
JR
不
採
用
問
題
〜
雇
用
の
問
題
が
ど
う

動
い
て
い
く
の
か
。
JR
各
社
へ
雇
用
の
申

入
れ
を
す
る
方
向
だ
が
、
民
主
党
な
ど
へ

政
治
対
策
を
進
め
て
い
る
。
３
月
末
目
途

に
雇
用
を
何
と
し
て
も
解
決
し
て
い
く
。

●
２
０
１
１
春
闘
は
、
２
月
９
日
に
各
社

へ
申
入
れ
、
国
労
は
５
０
０
０
円
の
賃
上

げ
を
要
求
。
職
場
の
点
検
・
摘
発
行
動
を

含
め
、
職
場
総
点
検
運
動
を
展
開
す
る
。

各
地
方
で
は
、
学
習
会
や
決
起
集
会
が
計

画
さ
れ
て
い
る
。

○
組
織
拡
大
に
つ
い
て
〜
会
社
の
動
き
で

は
昇
進
試
験
の
対
応
が
変
わ
っ
て
き
て
い

る
。
他
労
組
の
一
括
加
入
を
や
め
さ
せ
る

た
め
、
組
合
説
明
会
の
実
施
な
ど
現
場
長

へ
求
め
て
い
く
。
そ
こ
か
ら
拡
大
へ
。

●
労
働
条
件
に
関
す
る
労
働
協
約
の
締
結

に
つ
い
て
〜
12
月
27
日
基
本
要
求
を
申
し

入
れ
、
和
解
趣
旨
か
ら
の
是
正
、
制
度
要

求
を
。
１
月
27
日
第
１
回
交
渉
、
議
論
は

一
定
程
度
し
て
き
た
が
要
求
は
前
進
し
て

い
な
い
。
第
２
回
は
３
月
１
日
第
二
次
解

明
要
求
交
渉
。
新
人
事
賃
金
制
度
見
直
し

に
対
し
て
の
取
り
組
み
は
、
基
本
と
解
明

要
求
を
分
け
て
交
渉
を
行
う
。

○
検
修
全
面
外
注
に
つ
い
て
、
６
月
頃
に

動
き
出
す
の
で
は
な
い
か
。
業
務
委
託
に

つ
い
て
重
要
視
し
て
い
く
。
設
備
メ
ン
テ

電
気
〜
実
施
さ
れ
た
が
職
場
で
は
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
が
発
生
し
て
い
る
。
職
協
と
連

携
し
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

今
号
は
、
拡
大
委
員
会
の
特
集
に
な
り

ま
し
た
。
文
芸
特
集
は
、
次
号
に
記
載
し

ま
す
。
委
員
会
で
は
、
職
場
の
問
題
が
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。

春
闘
の
闘
い
と
結
合
し
職
場
で
要
求
実

現
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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①ＪＲ不採用問題について、最高裁で和解成立、政治解決した

が、全体の意見などから、雇用の問題を解決していくために

今後、取り組みを強化していかなければならない。

②労働条件改善、安全・安定輸送確立の闘いについて、ダイヤ

改正、設備メンテ、年度末事案、貨物の合理化提案など、多く

の課題がある。働きやすい職場環境が求められている。団体交

渉や職場の闘いを強化していかなければならない。

③貨物の嘱託社員の労働条件改善に向けて分会と一体となって

取り組みを進めていかなければならない。

④飯山線の踏切事故について２月７日申入れ、早期に交渉をし

ていく。新人事賃金制度導入見直しについて４月１日実施が迫っ

ているが、それにこだわらず全体での議論を深め東日本本部と

も連携を強め、取り組みを強化していく。

⑤組織強化・拡大について、強化と拡大を含めて取り組みを強

めていく。国労運動の継承・発展を次世代に引き継いでいかな

ければならない。全員が任務を分担し、ひとりひとりが国労新

潟の運動を支えていこう。


